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お富山県知事選挙の投票日です
月 3 日明) 機感森繁欝!ぅi:::.;議援裁緩!詳し;撃手議::~

午前7時~午後6時

昭和63年10月

0告示日

o選挙の期日

0投票時間

広報うあ、づ(3) 

①不在者投票

旅行や会社の出張などで、どうしても投票日に投票できない人は、不在者投

票の制度があります。不在者投票をされる人は10月3日から10月22固までに、

印かんをご持参のうえ市役所 2階第 2会議室へおいでください。H寺聞は毎日 (日

H起・祭日含む)午前 811寺30分から午後 5時まていです。

0郵便による不在者投票

身体に重度の障害のある人のために郵便による不在者投票の制度があり

ます。ただし、障害者手帳 ・戦傷病者手l阪をお持ちの人で一定の要件に該 『岬

当する人のみていすので、早めに市役所社会福祉課又は選挙管理委員会にお

間合わせください。

①投票所入場券

入場券は各世帯へ郵送しますが、もし投票 日の間近になっても届かない場合

は市役所選挙管理委員会へ連絡くださし、。

※選挙についてのお間合わせは市役所選挙管理委員会へどうぞ。 fi@2200内線231、‘

魚
津
市
農
業
祭
は
、
農
業
協
同
組

合
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
に
よ
り
農

林
産
物
品
評
会
、
食
肉
野
菜
即
売
コ

ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
行
事
を
盛
リ
こ

ん
で
魚
津
市
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
同
時
に
米
の
消
費
拡
大
と
米

に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を
深
め
る

た
め
、
魚
津
市
米
ま
つ
り
も
同
時
に

開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

叩
月
初
日
f
)

羽
田

市

協

館

謹白

居吏

A

令
官

O

一
般
参
観
と
即
売
会

叩
月
初
日
(
土

)

午
前

9
時
却
分

1
午
後

5
時

叩
月
初
日
(
日

)

午
前

9
時

l
午
後
5
時

o
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
農
林
産
物
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
4
階
ホ

l
ル

.
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館

3
階

-
米
に
関
す
る
児
童
画
展

-
優
良
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
即
売

・
食
肉

・
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

・
米
利
用
料
理
展
示
コ
ー
ナ
ー

.
婦
人
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

.
花
に
関
す
る
写
真
展

O
品
評
会
出
品
物
の
搬
入
受
付

叩
月
お
日
(
金
)
午
前

8
時
ぬ
分

1

午
前
日
時
羽
分

農
協
会
館

4
階
大
ホ
ー
ル

募集
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
を
撮
影
し
た

写
真
展
を
叩
月
の
市
農
業
祭
に
お
い
て
開
催

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
と
す
る
花
魚
津
市
内
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
花
(
か
の
こ
ゆ
り

・
チ
ュ
ー
リ

ッ

プ

・
水
仙
な
ど
)
又
は
花
の
風
景
、
花
と

の
生
活
な
ど
。

マ
作
品

1
枚
写
真
(
四
ッ
切
り
、
カ
ラ

l
写
真
)

マ
応
募
資
格
魚
津
市
民
で
、
自
分
で
撮
影

し
た
作
品
。

マ
応
募
点
数

1
人

3
点
以
内

マ
締
切

叩
月
初
日
(
木
)

マ
提
出
先

市
内
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
役
所
農
政
課

E
n
|
2
2
0
0
 

内
線
抑
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マ
部
門

o
一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(
日
本
画

・
洋
画
)

第

二

部

書

第

三

部

彫

刻

第

四

部

工

芸

第

五

部

写

真

第

六

部

華

道

O
教
育
の
部
(
小

・
中
学
生
)

図
画
・

書

・
工
作

マ
規
格
①
日
本
画

・
洋
画
は
刊
号
(
日

m

×
似

m
)
以
上

m号
以
内
で
額
装

と
し
、
掛
軸
の
出
品
は
認
め
な
い
。

②
書
は
額
又
は
枠
張
り
で
、
日
号

以
上
引

m×
m
m以
内
と
し
、
縦
・

横
と
も
自
由
と
す
る
。

(
た
だ
し
、
て
ん
刻
に
つ
い
て
は

制
限
な
し
と
す
る
。)

③
彫
刻
・
工
芸
は
制
限
な
し
。

④
写
真
は
カ
ラ
ー

・
白
黒
と
も
半

折
以
上
、
組
み
写
真
は
4
ツ
切
以

上

m
m
×

m
m以
内
と
す
る
。

パ

ネ
ル

・
枠
装

・
額
装
と
し
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
出
品
は
認
め
な
い
。

日
月

3
日
(
祝
)
f〉

6
日
(
日
)
の

4
日
間

魚
津
市
農
協
会
館

3
・4
階

⑤
出
品
作
品
は
、
原
則
と
し
て
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、

他
の
公
募
展
に
出
品
し
た
作
品
は
、

審
査
の
対
象
外
と
す
る
。

マ
申
込
み
期
限

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
叩
月
幻

日
(
木
)
正
午
ま
で
市
教
育
委
員
会

へ
申
し
込
む
こ
と
。

マ
搬
入出
品
作
品
は
所
定
の
出
品
表
を

貼
り
‘

日
月

1
日
(
火
)
午
前
日
時

か
ら
午
後

1
時
ま
で
に
魚
津
市
農

協
会
館
へ
搬
入
す
る
こ
と
。

マ
搬
出出
品
作
品
は
日
月

6
日
(
日
)午

後

5
時
か
ら

7
時
ま
で
に
会
場
か

ら
搬
出
す
る
も
の
と
し
、
期
日
ま

で
に
搬
出

・
引
取
り
の
な
い
も
の

は
、
市
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

が
あ
る
。

詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育

課

(
岱
⑫
2

2
0

0
内
線
州

)
へ

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
の
万
禁
歌

著
名
な
万
葉
歌
人
大
伴
家
持

が
越
中
の
国
守
と
し
て
伏
木
に

在
任
し
て
い
た
の
が
今
か
ら
千

二
百
四

O
年
も
昔
の
天
平
年
間

で
し
た
。
そ
の
た
め
越
中
が
詠

ま
れ
た
歌
は
数
多
く
、
地
方
と

し
て
は
珍
し
い
万
葉
の
宝
庫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歌
わ
れ
て
い
る
の
は
家
持
の

い
た
伏
木
周
辺
が
多
い
の
は
当

然
で
す
が
、
常
願
寺
川
以
東
で

-S9r 

ど歴史再考ムミ
"，_)e> るはてな?

落ち激つ片貝川の清流

は
魚
津
市
で
の
み
長
歌
二
賦
と
短
歌

5
絶
が
家
持
と
池
主
の
二
人
に
よ
っ

て
格
調
高
く
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
片
貝
川
に
つ
い
て
の
家
持
の

訂
句
の
長
歌
と
短
歌
二
首
、
池
、
王
が

応
じ
た
幻
句
に
及
ぶ
長
歌
と
短
歌
二

首
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
神

の
い
ま
す
立
山
讃
歌
で
あ
り
、
そ
の

雪
解
け
水
を
集
め
た
清
き
片
貝
川
讃

歌
な
の
で
す
。
な
ぜ
神
通
・常
願
寺
・

黒
部
の
大
河
川
で
は
な
く
片
員
な
の

で
し
ょ
う
か
。
立
山
開
山
伝
説
と
片

貝
川
周
辺
の
係
わ
り
な
ど
も
考
え
合

わ
せ
、
こ
こ
に
は
今
は
な
い
何
か
大

き
な
。
も
の
。
の
存
在
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、

決
定
的
な
論
拠
を
も
つ
も
の
は
な
い

よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
謎
解
き

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
紹
介
〉

家
持
の
立
山
の
賦

川
上
正
二
著

地
方
自
治
に
つ
い
て
の
懸
賞
論
文
募
集

地
方
自
治
法
施
行

ω周
年

・
自
治

制
公
布
百
年
記
念
懸
賞
論
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

待
っ
て
お
り
ま
す
。

O
テ
!
?

「
幻
世
紀
を
め
ざ
す
地

方
自
治
」
(
同
趣
旨
の
も
の
可
)

O
賞

金

一

席

|

百

万

円

二

席

|

日

万

円

三

席

l
m
万
円

佳
作
(
5
点
)

5
万
円

O
原
稿
タ
テ
書
側
字
詰
初
j

初
枚

O
応
募
締
切
ロ
月
末
日

O
宛
先
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
干
防

東
京
都
港
区
西
新
橋
1
|
7ー
ー

8
0

3
1
5
0
4
1
0
8
4
1
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中
央
通
り
の
飛
世
さ
ん
宅
に
は
、
毎
土
曜
日
夜

と
も
な
る
と
三
々
五
々
愛
棋
家
た
ち
が
集
ま
り
、

将
棋
盤
を
挟
ん
で
対
峠
す
る
。

こ
の
集
い
が
始
ま

っ
て
既
に
同
年
に
な
る
。
無

類
の
将
棋
好
き
の
飛
世
良
巳

・
敏
行
兄
弟
が
自
宅

を
解
放
し
て
場
を
提
供
し
て
き
た
。

こ
の
道
場
か

ら
現
北
日
本
将
棋
名
人
桶
屋
氏
や
全
国
高
校
将
棋

選
手
権
で
活
躍
し
た
候
崎
君
ら
を
輩
出
し
て
い
る

の
が
自
慢
で
も
あ
る
。

中
学
生
か
ら
高
齢
者
、
初
心
者
か
ら
有
段
者
と

年
齢
・力
量
も
様
ざ
ま
で
あ
る
が
、
飛
世
さ
ん
は
、

好
き
な
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
と
謙

虚
で
あ
る
。

欲
を
言
え
ば
、
女
性
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
れ
ば
勝
負
の
場
も
も
っ
と

和
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

飛
世
道
場
は
来
る
人
を
拒
ま
な
い
。

こ
れ
か
ら
将
棋
を
習

い
た
い
人
も
ぜ

ひ
一
度
門
を
た
た
か
れ
た
い
。

a

，，，，，，，，，‘，，，，‘，，，，b
，，，‘，，‘，‘，‘1
・t

…
第
四
回
魚
津
市
将
棋
名
人
戦

"

(市立郷土館特別展〉

松倉城の時代
一一掘り出された戦国時代一一

・会期 10月30日まで

戦国時代の松倉城とその城下町の復元を目

ざしての特別展を聞きます。ここでは松倉城

のほか上杉謙信の春日山城(新潟県)、富山市

白鳥城、上市町弓庄城からの出土品や戦国時

代の文物なども展示します。皆さんのご来館

を待っております。

o 0 0 0 閉め民ー
エ連会時会催ての堂市
ア絡場間期さい皆に内
実先 1("¥ れ たさ集各
行 魚午官まだんめ企
委商津前(とすくのて業
員 工市 10百 。た理展の
会会総時子 め解示製
密 議合 iる 、と ・ 品
② 所体午 1 次連即や
1 内 育後 16 の帯売特
2 商館 6 里 と感し産
0 工 時目、 おを、品
フ ) り深市を

第

2
回
じ
ゃ
ん
と
ニ
い

魚
津
商
工
フ
ェ
ア
∞
∞
開
催

第
日
回
魚
津
市

老
人
芸
能
大
会

老
人
の
方
が
た
が
、
日
ご
ろ
か
ら

趣
味
教
室
な
ど
を
通
じ
て
習
得
し
た

成
果
を
披
露
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

日
月
お
日
(
金
)

午
前

9
時
か
ら

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ
と
こ
ろ

O
題
名

入

場

無

料

卒
業
(
ダ
ス
テ
ィ
ン

・

ホ
フ
マ
ン
主
演
)

叩
月
刊
日
(
水
)

開

場

午

後

6
時

上

映

午

後

6
時
初
分

魚
津
市
民
会
館

O
〉
」
き
」

O
と
こ
ろ

第
ぬ
回
魚
津
市

婦
人
意
見
発
表
大
会

婦
人
の
も
つ
豊
か
な
知
性
と
感
性

を
生
か
し
、
平
和
で
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
地
区
婦
人
会

代
表
が
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
の

意
見
発
表
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

。
と

き

叩

月

初

日

(

日

)
午
後
一
時

。
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館
ホ

l
ル

。
テ
!
マ

「
幻
世
紀
に
向
け
て
の

男
女
共
同
社
会
の
実
現
を
」

発表大会 市婦意見人

人第
発ピ上楽器川

劇名画場ク N 1 T トl 

踊妙第

安慰Z策 井筒
表発校劇演新川

てピノ すあな {雀

霊会館大月
芸能会大市老1回1 
会表アノ

発表会子新作舞2佐藤回0 物

教室庖
甚会 芸自企画E 大会研究地高区 雲ろ

名t人~ ~、

PM 30 AM 28 PM 23 PM 19 PM 16 AM 15 AM 10 PM 9 
と1 日 9日 1 日 30 6日 2 日 10日 9 日 3012日
き オミ

時(日)時幽 時(日) 分時(水) 時(日) 時仕) 時 (1m 分時(日)

無 鈍 無 鉦 鉦 一整 盤 入
Jレ

料 料 料 料 料 。肖理券 料
場料
催物
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11月6日(日)午前9時
魚津市総合体育館第6四魚湾市綱引大会

綱
引
大
会
に
は
、
年
ご
と
に
参
加
チ
ー
ム
が
増
加
し
て
大
会
も

華
や
か
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
綱
引
が
定
着
化
し
、
市
内

チ

l
ム
の
中
か
ら
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
県
下
一
の
綱
引
普

及
の
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
第

6
回
大
会
を
次
の
要
領

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
老
若
男
女
、
各
グ
ル
ー

プ
、
各
職
場
な
ど
か
ら
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ

と

き

日
月
6
日
(
日
)
午
前
9
時

う

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

予
】
叩

ιι

マ

種

目

M
与
さ

O
地
区
対
抗
の
部

K
1
4戸、

-
男
子
の
部

(
8
人
の
合
計
体
重
刷
匂
以
下
)

(
7
4叫

・
女
子
の
部
(
体
重
制
限
な
し
)

d

H

O
フ
リ
ー
の
部

£

-
男
子
の
部

(
8
人
の
合
計
体
重
刷
旬
以
下
)

豆

・
女
子
の
部

(
体
重

制
限
な
し
)

。
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
(小
学
生
)

マ
参
加
対
象
者
市
内
在

住
者
及
び
通
勤
者
の

一
般
又
は
小
学
生

マ
ル
ー
ル
全
日
本
綱
引

連
盟
規
則
(
8
人
制
)

マ
参
加
料
一
チ
ー
ム
、

一
、
0
0
0
円

マ
申
込
み
期
限

叩
月
却
日

ωま
で

マ
要
項
請
求
先
及
び
間
合
わ
せ
先

魚
津
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
連
附
訓

(市
教
育
委

員
会
体
育
課
内
)
岱
②

2
2
0
0
内
線
制

家 中小

庭川川
ムヨ子子L
R市

人 生生

星ヨ

車
球
を
通
じ
健
康
で
明
る
い
社
会

づ
く
り
を
目
ざ
す
と
と
も
に
、
少
年

層
及
び
家
庭
婦
人
に
卓
球
を
普
及

・

振
興
す
る
た
め
、
次
に
よ
り
第
5
回

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
多
数

参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

日
月
初
日
(
日
)午
前
9
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ

種

目

①
小
学
生
3
年
以
下
の
部

②
小
学
生
4
年
生
の
部

③
小
学
生
5
年
生
の
部

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

屋建区運業ヵ、糖j
13 10 
地月
区 2
で日
い会

っこ，

せ
い

住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
地
区
住

民
運
動
会
が
、
叩
月

2
日
(
日
)
、
市

内
で
い

っ
せ
い
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

き
わ
や
か
な
秋
風
の
も
と
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
元
気
に
楽
し
い
一

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

誠

決

④
小
学
生
6
年
生
の
部

⑤
中
学
生
1
年
生
の
部

⑥
中
学
生
2
・
3
年
生
の
部

※
①

i
⑥
は
各
男

・
女
の
部
あ
り

⑦
家
庭
婦
人
の
部

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
に
限
る

マ
参
加
料
無
料

マ
申
込
み
方
法

叩
月
幻
日
(
日
)
ま

で
市
車
球
協
会
事
務
局
(
小
松
宅
)

宮

@
2
3
4
0
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

i 1n 

体H
E己賢官

雲白
ヲ::tL

業

①
第
日
回
魚
津
市

走
ろ
う
会
大
会

・
コ
ー
ス
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

発
着
点
に
、

5
M
の
部
と

m
M

の
部
が
あ
り
ま
す
。

・
参

加

資

格

年

齢

・
性
別
を
問

わ
ず
、
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
参

加

費

一

人

別

円

①
市
営
体
育
施
設

無
料
開
放

市
教
育
委
員
会
で
管
理
し
て
い
る

・
総
合
体
育
館

・
室
内
温
水
プ
ー
ル

.
市
営
コ

l
ト

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

.
市
営
野
球
場

の
各
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
間
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

2
n
l
2
2
0
0
内
線
制



も
め
た
ぷ
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園
書
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心
に
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も
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確
か
な
一
冊
⑦

昭和63年10月

新
し
い
本

〈

一

般

書

〉

変
化
の
時
代
を
生
き
る

門
田

娘
よ

嫁
ぐ
娘
に
贈
る
父
の
詩

サ
ン
デ
ー
毎
日
編
集
部

商
い
づ
く
り

丹

羽

正

治

老
化
に
挑
戦
せ
よ

三

石

巌

経
営
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
時
代

佐

藤

綾

子

結
婚
ス
ピ
ー
チ
実
例
百
科井

田

良

彦

ハ
l
ブ

楽
し
み
方
と
育
て
方

広

田

親

子

立
山
・
剣
・
黒
部

金

剛

寺

拳

の
ん
ち
ゃ
ん
ジ
ャ
ー
ナ
ル仲

世

朝

子

〈
文
学

・
小
説
〉

風
の
音

外
山
滋
比
古

へ
そ
も
の
が
た
り

高

森

和

子

ユ
ー
ト
ピ
ア
探
し
物
語
探
し
井
上
ひ
さ
し

酒

井

順

子

広報うあ、づ(7) 

お
年
頃

わ
が
心
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ン
中

島

梓

林

真

理

子

実

マ
リ
コ
・
ス
ト
リ
ー
ト

語
り
つ
ぐ
べ
き
こ
と沢
地
久
枝
対
談
集

粗
大
ゴ
ミ
日
記

定
年
夫
婦
に
棒
げ

る

本

白

石

真

ニ
人
阿
国

皆

川

博

子

幽
霊
湖
畔

赤

川

次

郎

小
噺
集

三
木

卓

ぼ
く
は
ビ

l
ト

山

田

詠

美

長
く
素
晴
ら
し
く
憂
欝
な
一
日

椎
名
神
吉
夢
枕

夢
の
つ
づ
き

陰
陽
師

ノ
l
ラ
イ
フ
キ
ン
グい
と
う
せ
い
こ
う

借
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

ま
で
で
す
。
読
書
の
秋
に
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秋
の
特
別
整
理
休
館

叩
月

1
日
(
土

)
l
m
日
(
月
)

叩
月
日
日
(
火
)
か
ら
開
館
し
ま
す
。

な
お
、
叩
月
お
日
(
第

4
日
曜
)
は

県
知
事
選
挙
の
投
票
所
に
な
る
た
め

休
館
し
、

別
日
(
月
)
開
館
と
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
月
は
日
曜
開
館
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。

昔を
読む

今、を

読 む

本来を
読む

市立図書館講座

セ セ {;:{ 会

講師
と 古

講 と )11 
き
典
日市 き

飛 10 )J品 10 相P
世麗 j 午後 2月6 親し 坂 午後 月

正 19 教
子生先 3 1 日 む 夢先生 l 目時時(

43〉3E• 
1時(

F皐晶司
30 30さ 4 30さ
分分 時分

拓
猿郎誠

第 1回魚津コースから

秋の僧ヶ岳に登ろう力千
10月30日(日)雨天中止

~邦字:・ ..  丈1: 1Z7>e:.
u

AI!干す可
F 正

!Zl!I‘~・

10月のスポーツごよみ
とき 1T 事 ところ

地区運動会 市内各地区

2日(日) テニス初心者大会 ミラージュコー ト

宮武杯野球大会 桃山野球場

市スポーツ少年団

9日(日) 会長杯野球大会 桃山野球場

(10日、 16日も)

市走ろう会大会
吉田グラウ ン

10日側
ドほか

市弓道遠的大会 本 江 小学校

魚津一入善間駅伝
魚津一入善問

競争大会

23日(日)
新川地区民

総合体育館
卓球大会

県中学校選抜
桃山野球場

野球大会

30日(日) 県駅伝競争大会 富山一高岡間

スポーツを通じ、老人相互のふれあい

と親睦を深めるため、シルパースポーツ

大会を開催します。多数ご参加くださいo

bと き 10月19日附午前9時から

1>ところ 魚津市総合体育館

シルバー・スポーツ大会

10月19自体)午前9時

魚津市総合体育館

標
高
一
八
五
五

m
の
市
の
山
僧
ヶ

岳
へ
の
片
目
ハ
東
又
谷
か
ら
の
登
山
ル

ー
ト
が
、
昨
年
初
年
ぶ
り
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
次
の

と
お
り
登
山
会
を
計
画
し
ま
し
た
の

で
、
自
然
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
定
員

制
で
す
の
で
、
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

と
き
叩
月
初
日
(
日
)
雨
天
中
止

6
時
ぬ
分
市
役
所
前
集
合
、

日
程

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
登
山
口
へ
、

8
時

1
日
時
登
山
、
日
時
市
役

所
前
着
、
解
散
。

参
加
資
格
及
び
定
員
小
学
生
を
除

く
健
康
で
登
山
経
験
の
あ
る
者
。

初
名
に
達
し
次
第
締
切
。

参
加
費
削
円
(
傷
害
保
険
料
な
ど
)

申
込
み
及
び
間
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

E
n
|
2
2
0
0
内
線
4

4
1
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昔
は
、
家
の
前
を
流
れ
る
小
川
も

澄
ん
で
い
て
、
手
を
洗
う
の
に
も
さ

ほ
ど
た
め
ら
い
も
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
今
の
子
供
た
ち
は
、
き
れ
い
な

水
と
い
う
の
は
水
道
だ
け
だ
と
思

っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
魚
津
市
は
、
山
紫
水
明

の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
で

す
。
自
然
は
、
も
と
も
と
き
れ
い
な

の
で
す
。
そ
れ
を
汚
し
た
の
は
私
た

ち
の
責
任
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

再
び
元
の
美
し
さ
に
戻
す
の
も
私
た

ち
の
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
清
掃
の
日
常
化

一
定
の
日
を
決
め
て
皆
で
消
帰
す

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

で
も
、
今
の
汚
れ
追
放
に
は
、
日
々

の
活
動
が
必
要
で
す
。
自
分
で
汚
れ

の
も
と
を
作
ら
な
い
の
は
吾一
守
つ
ま
で

も
な
く
、
常
に
自
分
の
周
リ
の
家
や

地
域
を
美
し
く
保
つ
努
力
を
市
民
一

人
ひ
と
り
が
続
け
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

家庭でできる水浄化のための対策例

-
調
理
く
ず
や
食
べ
物
か
す
は
、
自
の
細
か
い

網
や
水
切
袋
な
ど
を
付
け
て
、
排
水
に
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
少
量
の
油
は
紙
に
し
み
こ
ま
せ
て
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

①
公
徳
心
の
涌
養

自
分
で
自
然
を
汚
さ
な
い
こ
と
は

勿
論
の
こ
と
、
そ
う
し
た
行
為
を
目

に
し
た
ら
注
意
す
る
勇
気
を
。

ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
ゴ
ミ
桁
へ

。

-使い古しの天よら?Ih

などの廃油は、流し

に捨てないようにし

ましょう 。

-汚れのひどい食器

等は、あらかじめ

紙で拭きと って乃3

ら洗いましょう 。

内
鴨i
)11 
を
救
お
つ

い

市
内
中
心
部
を
流
れ
る
鴨
川
は
、

県
内
で
も
有
数
の
汚
れ
た
川
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ら
れ
ま
し
た
。

昔
は
御
賀
川
と
い

っ
て
神
様
へ
の

供
え
物
を
清
め
る
美
し
い
川
だ
っ
た

の
で
す
。

市
で
は
、
鴨
川
の
浄
化
の
た
め
、

鴨
川
生
活
環
境
対
策
推
進
協
議
会
を

こ
の
7
月
に
設
立
し
、
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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"おiち..ザち..や察..り"'-ぷぷ収益金を善意銀符人以:

8
月
お
日
夜
、
松
下
電
子
工
業
(
株
)

魚
津
工
場
駐
車
場
で
、
労
使
の
共
催
に

よ
る
第

2
回
魚
津
お
ら
っ
ち
ゃ
祭
り
が
、

地
元
の
青
柳

・
東
山
地
区
住
民
約
制
人

を
含
め
、
約
二
千
人
が
集
ま
っ
て
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
初
め
に
二

O
O
一
年
と
二

O

三
八
年
に
聞
く
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋

め
た
あ
と
、
松
下
電
子
工
業
の
社
員
に

よ
る
バ
ン
ド
演
奏
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

行
わ
れ
、
最
後
は
、
全
員
揃
つ
て
の
盆

踊
り
で
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
夏
の
一

夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
夜
同
時
に
催
さ
れ
た
バ
ザ
ー
の

収
益
金
一
一
万
七
千
七
百
四
二
円
が
、

犬
丸
メ
モ
リ
ー
事
業
部
長
ら
か
ら
、
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
と
、
善
意
銀
行
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

昭和63年10月広報うあ、づ(9) 
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しあ時、行祝へこ市 16合合
てりま魚、事うのの民日宿宿
くまで津が披参ほと 宮 中所
だす魚合予露加かのこの 特 10間 10
さ 。津宿定宴や交交午催港急月 月
い市神できな旭通流前物町 ;:: 9 9 
0 民社はれど道安花 8 dE日 日
の相毎て盛山全相時 需に午 1 
皆撲朝いりの防撲 30 史で後 29 
さ場 6 まだ十犯 分 忌魚、 2 日
んで時すく両パ I E 津時 の
も格か 。き昇レ 11 内駅 46 21 
応 古ら まん進| 時 着分 日

宮
津
の
森
山
ニ

ッ
ト
|
会
社

(森

山
信
一

社
長
ぬ

)
は
、

9
川
3
日
、

市
へ
同
社
製
品

の
紳
士

・
婦
人
衣
料

千
二
百
四
六
点
を
寄
付
さ
れ
ま
し
れ
J
も

こ
れ
は
、
同
社
が
魚
沖
市
富
津
地
区

へ
工
場
を
建
設
し
て
凶
年
に
な
る
の

を
記
念
し
、
地
域
の
人
び
と
へ
の
感

謝
の
し
る
し
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
、
市
で
は
、
母
子
家
庭
や
身
障

者
の
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

付

れ
る

大
相
撲
大
島
部
屋

恒
例
の
魚
津
合
宿

叩
月

9
日
1
mm
日
の
引
日
間

皆
さ
ん
の
暖
か
い
歓
迎
を

マ
期
間

マ
到
着

昨
年
防
犯

P
R
に
参
加
し
た
旭
富
士
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グ
下
水
道
の
管
理
は
グ

Q

下
水
道
管
は
ど
こ
に
布
設
さ
れ

る
の
で
す
か
?

A

下
水
道
管
は
、
下
水
道
計
画
区

域
内
の
公
道
全
て
に
布
設
し
ま
す
。

ま
た
私
道
で
あ
っ
て
も
そ
の
利
用
に

よ

っ
て
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
布
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

個
人
の
宅
地
内
に
は
布
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

Q

下
水
道
管
が
つ
ま
っ
た
り
破
損

し
た
場
合
は
、
ど
ニ
が
直
し
て
く
れ

る
の
で
す
か
?

A

個
人
の
宅
地
内
の
排
水
設
備
は
、

そ
の
所
有
者
又
は
利
用
者
の
方
に
直

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
下
水
道
管

・
取
付
管
・
汚
水
附

ま
で
は
市
の
管
理
で
修
理
し
ま
す
。

Q

排
水
設
備
や
水
洗
便
所
な
ど
の

修
理
・
清
掃
は
ど
ニ
で
や
っ
て
く
れ

る
の
で
す
か
?

A

こ
の
よ
う
な
施
設
は
個
人
で
管

理
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
修
理
や
清
掃
は
そ
の
専
門
の
業

者
に
行
っ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

Q

既
設
の
浄
化
槽
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
す
か
?

A

浄
化
槽
は
そ
の
ま
ま
で
利
用
さ

れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
下
水
道

は
浄
化
槽
を
利
用
し
な
く
て
も
よ
い

の
で
、
で
き
れ
ば
廃
止
し
、
敷
地
内

の
排
水
管
に
直
接
接
続
さ
れ
る
ほ
う

が
よ
い

で
し
ょ
う
。
な
お
浄
化
槽
を

そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
年
に

一
回
は
浄
化
槽
の
汲
取
り
と
清
掃
の

必
要
が
あ
り
、
余
分
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

Q

排
水
設
備
は
個
人
で
設
置
・
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
排
水
設
備
は
自
分
で
や

っ
て
も
よ
い
の
で
す
か
?

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
庖

A 

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
自
分
で
や
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
庖
へ
は

皆
さ
ん
か
ら
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ

I
V
 
Q

水
洗
便
所
の
場
合
、
下
水
道
の

臭
い
は
あ
が
っ
て
き
ま
せ
ん
か
?

A

水
洗
便
所
の
便
器
は
水
封
式
構

造
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
使

用
法
や
維
持
管
理
が
完
全
で
、
水
が

流
れ
て
い
る
状
態
の
と
き
は
臭

い
は

絶
対
に
あ
が

っ
て
き
ま
せ
ん
。
台
所

や
風
呂
場
に
は
、

「
ト
ラ

ッ
プ
」
を
つ

け
て
に
お
い
が
あ
が

っ
て
こ
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な

!

に

ら

を

を

い

た

ぐ

か

が生
山病

れ

ん

す

う

日
発
叫染

き

る

を

ま

の

礼
伝

り

て

川水

し

カ

、

た

川
保

た

て

や

で

し

を

れ

し

エ

い

山
防

川
境

-汚

川
流

ハ
川
防
・・予
叫
環

ぞう

とと
こ
ろ 相

談

案

内

行

市午毎
役後月
所 1 第
市時 l
民 1
相 4 第
談時 3
室木
曜
日

綬骨。醐令棋倒唱嶺村醐判栴令棋倒4“や柑-輔-<<+終4“制噌鮒4“待<<<<~祢“4縄返令制僻舎や“骨輔砕匂嗣や輔“母綬骨輔輔・制鮒

政

相

き

塁失
員火



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
褐
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
国
保
誕
生
日
年
、
交
通
事
故
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
が
生
ま
れ
て
印
年

今
年
は
国
保
制
度
が
創
設
さ
れ
て

か
ら
印
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

社
会
情
勢
に
対
応
し
て
幾
多
の
制
度

改
革
を
経
な
が
ら
、

一
貫
し
て
地
域

住
民
の
健
康
保
持

・
増
進
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
沿
革

の
主
な
も
の
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
国
保
は
今
、
重
大
な
曲
り

角
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

。1)

36年4月

(合併により魚津市となる)

(新)国民健康保険法施行

(旧)国民健康保険法施行

み

国民皆保険制度確立

全員 5害1]給付

世帯主のみ 7害1]給付

ゆ

~ 

仕

あ

昭和63年10月

の

内

国保制度

広報うおづ

昭和

13年 7月

(27年 4月)

34年 1月

年月

全員 7割給付

老人医療費支給制度発足

38年10月

43年 1月

の
平
均
年
齢
の
高
齢
化
、

一
人
当
た

り
医
療
費
の
止
む
こ
と
の
な
い
上
昇
、

保
険
税
の
あ
い
つ
ぐ
値
上
げ
な
ど
に

よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
制
度
そ
の
も

の
が
崩
壊
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
保
は
市
町
村
単
位
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
の
国
保
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
国
保
制

度
を
大
切
に
育
て
て
い
く
自
覚
を
高

め
、
次
の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

(無料)

高額療養費制度法制化

(一部負担導入)

老人保健法改正

(一部負担引上げ)

退職者医療制度発足

老人保健法施行

48年 1月

48年10月

58年 2月

59年10月

62年 1月

①
日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
保
持

・
増

進
に
努
め
る
。

②
病
気
は
早
い
う
ち
に
治
す
。

③
医
療
費
を
大
切
に
使
う
。

(
ム

ダ
に
使
わ
な
い
。)

④
保
険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
る
。

現
在
の
制
度
の
良
い
悪
い
は
国
レ

ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
推
移

を
注
意
深
く
見
守

っ
て
い
か
ね
ば
な

交
通
事
故
も
保
険
証
で

交
通
事
故
に
は
保
険
証
が
使
え
な

い
と
思

っ
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、
原
則
と
し
て
使
用
し
て

よ
い
の
で
す
。
保
険
証
を
使
用
し
な

い
場
合
は
「
自
由
診
療
」
と
な
り
、
診

療
単
価
が
二
倍
以
上
に
な
り
ま
す
か

ら
使
用
し
た
方
が
得
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
と
き
は
必
ず
事
前

に
国
保
係
に
連
絡
し
て
、
承
認
を
受

け
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
の
は
、
も
し
加
害
者
が
い

り
ま
せ
ん
が
、
現
在
私
た
ち
す
べ
て

串

の
保
険
者
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
A

の
は
、
現
行
制
度
の
中
に
お
い
て
、

)

刈

少
し
で
も
国
保
財
政
を
強
化
す
る
努

(

出

ワ

力
を
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い

一

ゆ

き

4

く
こ
と
で
す
。

一
家一一一日日日…
務

総

……
…
ら

せ

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

4

.

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ

J

ろ
で
す
。

~

る
場
合
、
国
保
は
一
時
的
に
立
替
え
J

て
支
払
う
だ
け
で
、
あ
と
で
加
害
者

~

に
そ
の
分
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

ム

な
い
か
ら
で
す
。
連
絡
な
し
に
使
用

}

さ
れ
る
と
、
あ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原

九

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

品

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ミラ

来
年

4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

。
該
当
者

昭
和
町
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
日

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

校

下

検

診

日

開

始

時

間

大

町

小

口

月

9
日
(
水
)
日
時

h

村

木

小

口

月

9
日
(
水
)
日
時

九
住

吉

小

口

月

8
日
(
火
)
日
時
初
分

A

上
中
島
小
口
月
幻
日
(
月
)
日
時
初
分

前
月
号
で
も
案
内
し
ま
し
た
が
、

}

松
倉
小
口
月
げ
日
(
木
)
日
時
初
分

今
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
な
り
ま

ム
坪
野
小
口
月
げ
日
(木
)
日
時

ω分

し
た
の
で
、
受
診
の
際
は
充
分
ご
注
J

上
野
方
小
口
月
刊
日
(
木
)
日
時

意
く
だ
さ
い
。
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
、

~

本
江
小
山
月
初
日
(
水
)
日
時

国
保
係
A

片
目
(
小
口
月
2
日
(
水
)
日
時
初
分

へ
連
絡
J

吉
島
小
口
月
比
日
(
月
)
日
時

し
て
く

~

道

下

小

口

月

8
日
(
火
)
日
時

だ
さ
い
。
A

経
団
小
叩
月
白
日
(
月
)
日
時
初
分

叫

西
布
施
小
口
月

7
日
(
月
)
日
時
ぬ
分

ι

。
検
診
の
場
所
は
、
各
小
学
校
で
す
o

A

m月
中
旬
に
、
健
康
診
断
実
施
に

)

つ
い
て
保
護
者
あ
て
通
知
し
ま
す
が
、

九
通
知
の
な
い
場
合
、
市
教
育
委
員
会

A

学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

}

宮

②

2
2
0
0
内
線
制

保

険

証

の
更
新

(交通事故は国保係へ届出を...) 
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お問い合せは魚津市健康センター

ft24-3999 
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l
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，、h
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0
新
宿

8
l
m

o
能

沢

雄

一

郎

く

ん

0
昭
和
臼
年
5
月
お
日
生
(
長
男

〈
マ
マ
の
一
言
〉

丈
夫
で
、
た
く
ま
し
く官
同
っ
て
ネ
ノ

山川

(Mザ111mill111~ 10 
111luluf 時|内|雲lJ

J院D221El=11*

守口lgtlb|れ|符|守口|部落
i I ~ I ~ ~I ~ Il U I I I ~ I医

診療時間は、いずれも

午前9時から午後 511寺

まで。

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後

7
時

1
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

内 ~ヨ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考 ・ー
母 親 品一チ比 級 妊婦とその家族 10月28日幽 9: 30-16:00 ー'ーーー・..令守苧・ ・ ー・ーーーーー ーーーーーーーーー' 畳食をご持参ください。

4か月児健診 4か月児
10月13日t木)

健康センター
10月20日休)

13 : 00 -13 : 30 
ツベルクリ ン反応検査

8か月児健診 8か月児 10月12日(水) 13: 00 -14: 00 ーーーー・ーーーー------------ーーーーーーーーーー→ を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 10月14日幽 13: 00 -13: 30 種麻曲参券プしん発(行はしタしかます) の 接

1歳6か月児健診 62年 3月生まれの児 10月25日(火) 13 : 00 -14 : 00 
をラシと オノレ。をf寺
く丈ゴさし、

股関節脱臼検診 3か月児 10月6日(ホ) 13 : 00 -13 : 30 

60.9.16-60.9.30生まれの児 10 月 5 日~}\)

3歳児健診 60.l0.1-60.10.15生まれの児 10月19日や}¥) 13 :00-14: 00 魚 津 保健所 尿の検査があります。
60.10.16-60.10.31生まれの児 11月2日や}¥)

心の健康相談 一般市民 10月11日(刈 13 : 30 -15 : 00 

機能訓練 10月6日(柑 ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー→ 訓1*車は10:00-12:00
脳卒中後遺症のある人 10: 00 -15 : 00 

(リハビリテーション) 10月20日(木) 健康センター 診察は13:00-14:00

10月6日(木) 13 : 00 -15 : 00 健康センター
』自l圧 iWl定 、心屯図 、検尿

健 康 相 談 一般市民
訟指が受けられます。

10月11日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

10月6日(木) 経団公民館

胃がん検診 一般市民
10月27日(木)

9:00-10:00 
健康センター

11月2日休) 上野方公民館 料金 70歳以上 鉱業川L 

11月4日幽 片 県 公民館 69歳以下700円

10月6日(木)
経団公民館

料金

10月11日(刈 70歳以上無料

子宮がん検診 一般市民 10月26日(水) 13 :00-14 :00 69歳以下700円

10月27日(木)
健康センター

11月2日(7}¥) 上野方公民館

10月6日休)
経団公民舘

料金

10月11日(火) 70歳以上 無料

乳がん検診 一般市民 10月26日(水) 13: 00-14: 00 
健康センター

69歳以下1，100円

10月27日(木)

11 月 2 日~}\) 上野方公民館

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込みください。予定数に達し次第締切ります。



0
上
村
木
二
丁
目
日
|

8

0
川
岸
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん

O
昭
和
臼
年
9
月
4
日
生
(
長
女
)

〈
マ
マ
の
一
言
〉

健
康
で
素
直
な
子
に
な
っ
て
ね
。

リ

ウ

マ

チ

療

養

相

談

会

と

自
助
具
・
看
護
用
品
展
示
会

リ
ウ
マ
チ
や
障
害
者
の
人
た
ち
が
、

日
常
生
活
の
工
夫
に
よ
り
少
し
で
も

満
足
で
き
る
よ
う
に
と
、
講
演
会
と
展

示
会
が
魚
津
保
健
所
の
主
催
で
聞
か

れ
ま
す
。
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

叩
月
お
日
(
金
)

午
後

1
時
初
分
1
3
時
初
分

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

「
講
演
と
相
談
会
」

富
山
労
災
病
院
整
形
外
科

目

島

剛

一

先

生

昭和63年10月

場
所
内
容講
師

広報うおづ

展
示
「
家
庭
で
利
用
で
き
る
自
助
具

及
び
看
護
用
品
」

主
催

魚
津
保
健
所

2
M
|
0
3
5
9
 

(13) 

と き と ー ろ と き と ー ろイ主 ー } 

民 10月5日(水) 9 : 30-10 : 00 松倉公民館 10月19日(水) 9 : 30-10 : 00 片貝公民館

検 10月5日(水:) 10: 20-11・20 上中島公民館 10月19日休.) 10: 30-11 : 30 上野方公民館

診 10月5日(水:) 13: 15 -15 : 00 魚津市健康センター⑧ 10月19日(水.) 13: 15-15 : 00 魚津市健康センター⑧
，同『、
10月7日倒 9 : 30-11 : 00 下中島公民館⑧ 10月26日(ボ) 9 : 30-11 : 00 魚津保健所⑮

核結 10月12日(水) 9 : 30-10 : 00 天神公民館 10月26日休.) 13 :.15-15・00 大町公民館

と 10月12月(水:) 10: 30 -11 : 30 西布施公民館 10月19日(樹 17: 00~20 : 00 魚津市健康センター⑧

成 10月18日(火) 9 : 30-11 : 00 経団公民館⑧ 10月31日(月) 17: 00~20 : 00 魚津保健所⑧

人 10月18日(刈 13:15-15・00 村木公民館
病 ⑧は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を受け
、-ている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(包⑮3999)

内 .w 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

-第1期=3回接種 魚津市健康センター
-体ill1tは自宅で計ってきてください。

百日せき 13 : 30 -14 : 00 9月実地日現夜、2歳児。
該 当 地 区 -母子健康手|阪、 I=nかん を持参くださ

(3歳児で、まだ後舵の終了

予 ジフテリア していない幼児も含む。) 村木、大|町、本江、
し、。

-第2期=1回のみ接種 10月 4 日(刈
住吉、上野方、上中島 ※接種できない禁忌事項破傷風

第 1J切を 2回-3回接何終 l発熱、下痢、または心臓、じん臓、

(三種混合) 了児で、最終接触月になる
10月 7 日 倒

道下、加柏、経団、片貝
肝臓疾忠などのために治療している

3歳児。 西布施、天神、松倉
者。防 魚津市健康センター

13 : 30-14 : 00 
該 当 地 区 2鶏卵、鶏肉を食べて発しんがでたり 、

ポ オ 生後3か月から 10月 11日(刈
村木、大町、本江、 下痢をしたことのある者。
住吉、上野方、上中島

3接種前 1年以内に、けいれんの症状
生ワクチン 18か月の聞に 2回実施 道下、加柏、経団、片員

接
10月 14日 倒

西布施、天神、松倉 を起こしたことのある者。

10月 18日(火) 受けなかった全地区の方 4過去において、この予防接種により、
• 3 ，;;~- 5 i~~ リ止で地 a没等へ人 13 : 30-14 : 00 
っていない幼児。 第 l回接届 第 2回接種 高IJ反応を起こしたことのある者。

• 15段以 卜.、 r!'，lj校、 一般。 10月14日七ぬ 11月 9日(水) 珂L 嬰fイ、学:f交 5その他、接種を行うことが不適当と !
(なお、この注射は 1-4 j~ 10月18日(刈 11月14日(J])片貝"

種
インフル JlllのIIIJI械で2回娘附。それ 10月21日七紛 11月14日(F]) 西布地 " 認められた者は、接種できませんの |

ぞれ該当地区の小学校で受
10月21日広凶 11月17日tホ) 」二 中}:-，~ 11 

エンザ けてください。) で、ご注意く ださし、。
• 4安附料金 10月24日(，])11月21日(F]) 松 念 "
. 3 1~1主 - 1 5歳未 il:t~J 兇無料。 10月26日やド)11月22日(刈 住吉 " • 1 51~災以上、高校、 一般{立、 10月27日(村 11月25日位当 経団 " 1回につき400円。 10)三]28日伝的 11月29日(刈 本江 " 

複
十
字
シ
ー
ル

募
金
運
動
に

ご
協
力
を
/

複
十
字
は
、
結
核
予
防
運
動
の
万

国
共
通
の
旗
印
で
す
。
結
核
や
肺
が

ん
な
ど
の
胸
部
に
関
す
る
病
気
を
な

く
し
て
健
康
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

毎
年
世
界
で
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

叩
月
叩
日

i
m
日

刊
歳
か
ら
の
健
康
週
間

壮
年

・
実
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く

り
と
成
人
病
予
防
な
ど
日
常
の
健
康

管
理
に
心
が
け
、
健
や
か
な
老
後
を

迎
え
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
査
や
が
ん
検
診

・
結
核
検

診
を
受
け
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
ま

l
)
よ、っ
。

?
，
じ
い
卜
ド

一第

7
回
「
。
ハ
パ
の

一

夜

話

叩

到

=

育

児

教

室

二

H
V
Z
4
4
d
'
E
'公
-
f
i
l
l
-
-
1
1
l
I
l
l
i
-
-ー
に

回
出
調
詮
一

|
父
親
と
し
て
の

、0

・
J
川
ぺ
子
育
て
の
楽
し
み
ー

マ
対
象
者
今
度
パ
パ
に
な
る
人
、

な

っ
た
人

マ

内

容

講

義

・
実
技

・
話
合
い

マ
日
時
叩
月
辺
日
(
土
)

午
後

6
時
初
分
1
9
時

マ
主
催
及
び
場
所
魚
津
保
健
所

マ

参

加

料

無

料

マ
間
合
わ
せ

・
申
込
み
先

魚
津
保
健
所
合
⑫
0
3
5
9
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おしらせ

昭和63年10月

ア
ユ
は
、
9
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
産

卵
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期

は
禁
漁
に
つ
い
て
の
定
め
を
守
り
ま

1

レょ、っ
。

。

全

面

禁

漁

叩

月

1
日
i

7
日

。
指
定
区
域
の
禁
漁

9
月
初
日

i
m
月
白
日

l
、
角
川
|
北
陸
本
線
鉄
橋
か
ら

上
流

ω
mま
で
の
区
域
。

2
、
片
貝
川

・
布
施
川
|
地
鉄
本

線
鉄
橋
か
ら
下
流
測

m
ま
で
の

区
域
。

ア
ユ
の
採
捕
許
可
期
間
は
、
6
月

初
日
か
ら
日
月
末
日
ま
で
で
、
そ
れ

以
外
と
前
記
産
卵
期
は
禁
漁
と
な
っ

て
い
ま
す
。

イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁

日
月

1
日
か
ら
翌
年
2
月
末
日
ま

で
、
県
内
全
河
川
で
の
イ
ワ
ナ

・
ヤ

マ
メ
の
採
捕
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る

共
同
募
金
が
、
今
年
も
叩
月

1
日
か

ら
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
方
や
一
人
暮
ら
し
老

人
の
方
な
ど
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
や
さ
し
さ
を
行
動
で
表
わ
す
も

の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
根
で
す
。

昨
年
は
、皆
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ

・

小
学
生
な
ど
多
く
の
方
が
た
の
ご
協

力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
市
内

日
の
福
祉
団
体
に
配
分
す
る
と
と
も

に
、
県
下
の
福
祉
施
設
の
盤
備
な
ど

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志
に

よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
た
の

幸
せ
が
築
か
れ
ま
す
よ
う
、
戸
別
募

金

・
街
頭
募
金
に
格
別
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

¥ 
~ 

本
年
日
月

1
日
現
在
で
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
H

漁
業
に
関
す
る
国
勢
調

査
々
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
我
が
国
の
海
面
や
内

水
面
の
漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
水
産

行
政
諸
施
策
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す

る
重
要
な
調
査
で
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
員
が
漁
業
関
係
者
の
お
宅
を
訪

ね
て
、
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査
し
た
内

容
は
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
お
り
、
外
に
漏
れ
た

り
税
金
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

間
合
わ
せ
先
市
総
務
課
行
政
係
宮
②
2
2
0
0
内
線
加

秘
義
襲
罪
証
主

昭
和
M
年
版
「
富
山
県
民
手
帳
」

が
今
年
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

富
山
を
知
る
ミ
ニ
事
典
。

県
勢
資
料
か
ら
身
近
な
生
活
情
報

ま
で
わ
か
り
や
す
く
編
集
し
て
あ
り

ま
す
。

ス ω

1揚
力
を
/ 

マ
頒
布
価
格

1
冊
捌
円

マ
表
紙
赤
と
黒
の
二
種
類

マ
申
込
期
限
叩
月
日
日
ま
で

マ
申
込
方
法
地
区
の
各
班
で
回
覧

さ
れ
る
申
込
書
で
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
間
合
わ
せ
先
市
総
務
課
行
政
係

g
n
|
2
2
0
0
内
線
加

性別 1後 種 年齢 賃 金 勤務場所 人員 資格経験等

経理事務 20-35 
万円
τ5 島 2 高iXlj.卒ii己1~及13.0-14.5 

営業員 18-30 18.0-20.0 本 町 2 高卒、普免

男 調理 l見習 18-30 15.0-18.0 釈迦堂 1 不問

セフミ ソク
18-58 1l. 95-14.0 横 fえ 5 不問製造工

菓子技術者 18-45 12.0-25.0 中央通り 2 見経習験は3者0';'優民未遇i世

組包 立及び 18-45 10.45 大il手ミ宇野 l 不問装工

ID 苫P顕Ei以爵己売i主 18-30 10.0 文化町 1 普免

女 配達員 25-45 8.5-9.0 本新町 l 普免

一般事務員 18-30 10.0 1'11 木 l 珠高算卒出来る人

事 務 員 :e0以上 9.5-10.0 新金屋 l 簿高卒記、、珠普算免

全
国
防
犯
運
動

期
間叩
月
日
日

(
火
)
か
ら
叩
月
却
日

(木
)
ま
で
の
日
日
間

運
動
の
重
点

l

自
動
車
盗
、
侵
入
盗
等
の
盗
犯

の
防
止

2

少
年
非
行
の
防
止

3

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
の
防
止

4

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン

O
防
犯
は
日
ご
と

・
家
ご
と

・
地

域
ご
と

O
愛
車
へ
の
い
た
わ
り
示
す
ド
ア

・

ロ

ツ
力ノ

O

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
育
て
る
子

の
未
来

※くわしいことは、魚J掌公共職業安定所 合24-0365へお問い合せください。
※?包括による求人案内 (テレ ホンサービス)も行っていますのでご利用ください。

ft24-8841 男子=月 ・火・水木 女子=金・土・日

あなたの車は
ねらわれている/
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ん一激減
総
眠
縦
一…僚
議
…娘
、議
「

魚
津
農
地
林
務
事
務
所
で
は
、
用

水
路
改
修
工
事
の
た
め
、
左
記
の
と

お
り
用
水
路
を
断
水
し
ま
す
。

・
経
団
用
水
路
叩
月
中
旬
か
ら

ロ
月
末
日
ま
で

・
右
岸
用
水
路
叩
月
中
旬
か
ら

(
片
貝
川
)
約

1
か
月
間

・
天
神
野
用
水
路
叩
月
中
旬
か

ら
ロ
月
末
日
ま
で

・
荒
井
用
水
路
凶
月
上
旬
か
ら

ロ
月
末
日
ま
で

昭和63年度
市・県民税第3期分
市税ガイド

納期限は

10月31日です。

農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
、
本
年

で
8
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
約

一

一
六
同
の
農
地
の
貸
し
借
り
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
農
家
の

申
し
出
に
よ
り
権
利
の
設
定

・
移
転

の
計
画
を
ま
と
め
た
「
農
用
地
利
用

増
進
計
画
」
を
作
成
し
、
農
業
委
員

会
の
決
定
を
経
て
市
長
が
公
告
す
る

こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
も
の
で
す
。

O
特
典

①
貸
し
手
農
家
に
は
助
成
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

②
離
農
し
た
と
き
は
、
離
農
給
付
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
農
用
地
の
貸
し
借
り
、
売
買
に
農

地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

④
期
限
が
く
れ
ば
離
作
料
な
し
で
碓

実
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

⑤
農
地
を
買
う
場
合
、
農
地
取
得
資

金
の
融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

岱
(⑫

2
2
0
0
内
線
3
5
1

…萌
本
銀
一発
一畿
の
お
一知
一円
。
せ

。
日
時

叩
月
日
日
(
土
)

午
前

9
時

1
午
後

3
時

魚
津
市
役
所
前
公
園

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
カ
エ

デ
、
サ
ザ
ン
カ
外

側
種
、
四

O
O
O本

新
川
森
林
組
合

。
場
所

。
種
類

。
主
催

農地流動化助成金受付要件一覧C10a当疋り)

言3需111 
3年以上~ 6年以上~ 10年以上
6年未満 10年未満

8，000円 20，000円 30，000円

16，αココ円 24，000円
面的集積(おお

再設定の場合は、面的集積(おお
むね60戸-)レ)

要件等 を満疋すこと むね60戸-)レ〉を満だすこと

申領的な担い手に貸し伺けること

民
間
三

↑

J
M
同
h
k中

戸創出
w
f

ヨ

T
ι
τ
11
ザ

間
同
・
M
'

「
1
9
D叫

唾

h
k

，

d
;

宇
rhuA，刈川

ふ下市
M
h

d
求
v
u
d

……混
成
務
……又
一…点
機
治
山
月
〉

実
施
地
域
・
:
上
中
島
地
区
(
弥
源

寺

・
川
原

・
土日
野

・
上
野

・
有
山

・

浅
生
・下
情
・
升
方
)
天
神
地
区

(木

下
新

・
東
尾
崎

・
天
神
野
新
)。

点
検
に
は
県

L
P
G
協
会
魚
津
支

部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

忙
中
『炎
』
有
リ
。
忙
し
い
か
ら
こ

そ
ガ
ス
元
栓
を
般
か
め
ま
し
ょ
う
。

山糾…務
総
高
……
…
交
“探

A'ゆ
ず
り
ま
す

マ
冷
蔵
庫

マ
机
.
も
と
め
ま
す

マ
赤
ち
ゃ
ん
用
テ
ー
ブ
ル
椅
子

マ
亦
ち
ゃ
ん
用
カ
l
シ
ー
ト

マ
ピ
ア
ノ

。
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
課
行
政
係

E
n
1
2
2
0
0
内
線

m

魚津善意銀行へのご寄付
( 9月10日受付分まで) <敬称略〉

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
高

年
齢
者
の
雇
用
就
業
の
場
の
峰
保
の

た
め
、
毎
年
日
月
を
高
年
齢
者
雇
用

促
進
月
間
と
定
め
、
事
業
主
の
方
に

は
定
年
延
長
の
促
進
と
雇
用
を
、
高

年
齢
者
の
方
に
は
職
業
の
斡
旋
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
高
年
齢
者
(
日
歳
1
M
m
歳
未

満
)
を
安
定
所
の
紹
介
で
雇
用
す
る

事
業
主
に
は
、
各
種

の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
安
定
所
窓
口
へ
。

宮

M
1
0
3
6
5

10.000PJ 

10.000円

50. OOOP J 

50.000円

12，550lTJ 

30.000Pl 

10，000円

30，000円

20，000円

30.000同

14，717円

5.575円

100.0001工1
20.000円

100.000円

20，000円

30，000円

100.000円

5，000円

30，000円

50 ， OOOP=J 

東山

117.742円

北山 三郎住吉

友田道治新角川二丁目

小林三保次郎出

谷口政晴上村木一丁

谷口芳雄大海寺町'

中村義信諏訪町

神倉 勝住占

金川 一夫 本江

村怖光チ北鬼江

端口雄二 舛方

(附ユニー魚、津J，!~

魚津保育図

故水野 一雄本町一丁目

中田 }II貞二 新金屋一丁目

舛田三必夫 中央通り 二 丁目

坂本正雄木下新

匿名

稲垣文雄

的)魚津鋭金有j斗

田城政男上村木一丁目

金土反与三松 占野

松下屯子工業株式会社魚津工 場



。。

し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

出
品
点
数
は
、
小
学
校
口
、
中
学

校

8
の
計
乃
点
で
、
う
ち

7
点
が
県

科
学
展
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
県
下
一
の

作
品
が
出
る
と
い
い
で
す
ね
。

t
'

l

?
J
'
，
 

i
z

・

@
鹿
窃

鶴子

広報うあ、づ

小・中学校

科学展

経由保育園

のお友だち

昭和63年10月

2⑮2402 

昭
和
日
年
度
の
市
小

・
中
学
校
科

学
展
覧
会
が

9
月
比
日
か
ら

3
日
間
、

市
民
会
館
3
階
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
夏
休
み
期
間
中
の
力

作
や
研
究
成
果
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
見
学
に

訪
れ
た
生
徒
や
家
族
も
感
心

-10月の行事一

〔パズルの日〕

8日(土)・ 22日(土)

ーにソゾト
時、Mf
J
/
¥

日

で

お

、

ま

〕

は

ω

会

み

日

大

込

n

球

し

車

申

〔

※

3時

〔プラパン)12日(水:)4時

29日出3時

「
経
団
音
頭
」

ゆ
り
組

5
・6
歳
児
共
同
製
作
画
「
ぶ
ど
う
狩
り
」

園保育田経

皆さん、よく観察しましょう

橋
集
を
終
え
て

長
雨
の
候
も
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
天

高
く
馬
肥
ゆ
る
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
豊
か
な
こ
の
時
節
、
大

い
に
味
覚
を
貨
で
、
読
書
に
、
芸
術

に
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
と
い
そ
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
魚
津
の
古
代
に
お
け
る

万
葉
歌
の
意
味
づ
け
に
触
れ
て
み
ま

し
た
。
魚
津
の
歴
史
に
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
魚
津
の
将
来
を
語
る
に
も
、
歴

史
抜
き
に
は
先
が
見
え
な
い
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
も
、
秋
の
夜
長
に
こ
の

知
的
パ
ズ
ル
に
挑
戦
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

8
2
1
2
2
0
0
内
線
問

印刷/魚津印刷株式会社

置置彊圏冒E

編集/企画広報室

人(前月対比)

23，858(ー25)

25，890( 0) 

49，748(ー 25)

13，773世帯

200.751vn' 

7.9km 

(8月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


